
＜意見聴取の視点＞

①有機農業に取り組む意義、想い
②農業経営における有機農業の位置づけ
③有機農業と農商工連携、6次産業化

有機農業を含む環境創造型農業推進施策検討会に係る意見聴取会

■参集する農業者

■出席予定者
【検討会】 辻村委員長（京都大学大学院教授）
【兵庫県】 知事、農林水産部長、農業改良課長、

北播磨県民局長、加東農林事務所長、加西普及センター所長
【県議会】 内藤議長、村岡県議
【多可町】 町長、副町長、産業振興課長

氏名 年齢 所属等 主な作目等

１
福本憲人 72 坂本営農組合

代表
有機山田錦・米粉

21戸の集落営農組織代表。石川県の酒蔵との契約栽培で県内で
はいち早く有機JASの山田錦に取り組む。県事業を活用して最大３
haまで有機山田錦を拡大

２
藤岡啓志郎 29 (株)AgLiBright

代表取締役
有機山田錦・米粉、ニン
ニク

有機ＪＡＳを取得した山田錦の米粉を菓子店と連携して販路を
拡大。自社加工場を整備し有機ニンニクを黒ニンニクに加工して、こ
だわりに理解ある取引先を通じて販売

３
辻朋子 54 農園若づる

代表
有機山田錦・米粉

実家が京都府の酒蔵。多可町に移住、Ｒ1年就農。有機山田錦
での酒造りを目指すが、コロナ禍で方針転換。米粉として製菓や製
パン用に販路開拓。農業女子ｱﾜｰﾄﾞ2022ﾍﾞｽﾄｳｰﾏﾝ賞 最優秀賞

≪北播磨地域の有機農業経営≫

           ～有機農業での酒米生産とその活用事例について～--------    -

■開催日時

令和5年12月13日(水)15:15~16:45
■会 場
多可町役場会議室及び現地ほ場
■行 程

15:15～15:30 現地視察（多可町中区坂本46）
（有機ニンニクほ場、黒ニンニク加工場）

15:30～15:35 （車移動）
15:35 多可町役場到着（特別室）
15:37～16:35 意見聴取会（意見聴取、加工品試食等）

［加工品］α化米粉、米粉スイーツ、黒ニンニク等

16:35～16:45 ぶらさがり取材

１あいさつ（知事：５分）
２出席者紹介（司会：２分）
３多可町の農業の概要（県民局：５分）
４農業者の有機農業等の取組事例

（５分×３名）
５意見交換（30分）

ふじおか けいしろう アグリブライト

ふくもと よしと

つじ ともこ


